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〇 パン類は、主食の一つであり、日々多種多様なものが大量に供給。当会会員が使用して

いるプラスチック容器包装(包装袋(CPP・OPP主体、ラミネート品【張り合わせ品】もあ

り）とクロージャー(PS、食パン留具) 等）は、他製品を含めると、年間３～４万トンと

推計。

１ パン類のプラ容器包装の概要とこれまでの削減等の取組み

クロージャー

菓子パン用

OPP:

CPP:

OPP:

CPP:

ラミネート品（貼り合わせ品）

 結束適性良好（OPPと比較して裂けにくい）

 シール強度が強い（重量物に耐える）

⇒密封シール性

⇒意匠性

⇒ バリア性

集積包装

ロールパン等

 OPP//CPP

 紙//CPP

 PET//CPP

CPP:  クロージャー適性良好（OPPと比較して適度に柔らかい）
 溶断シール性、トップシール性

 ソフトな仕上がり
 易開封性付与が可能

 主に結束なしで使用

ガゼット袋ツイスト袋食パン用

その他

個包装

菓子パン等

ピロー袋

 腰が強く、外観（透明性・光沢）および包装適性が良い易開封性付与が可能

 CPPと比較して裂けやすい

〇 プラ容器包装は、①食中毒をもたらす微生物の汚染を防ぎ、②カビ発生を抑制するとと

もに、③乾燥等の製品劣化を防ぎ日持ちを長くし、④安全で効率的な物流と販売を可能に

するもの。また、⑤食品表示、⑥消費者への多様な情報提供のためにも必要不可欠なもの。

CPP:未延伸ポリプロピレン

OPP:延伸ポリプロピレン
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〇 当会は、上記のプラ容器包装の機能・役割等を保持しつつ、環境問題に対応するため、

これまでも「循環型社会形成自主行動計画」に基づき、各会員が薄肉化、寸法小型化等に

よりリデュースに努力。その結果、一定の成果を挙げ目標も達成（目標：2004年度を基準

とし2030年度までに生産高原単位で25％削減、実績：2023年度に28.2％削減）。

今後とも、限界感はあるものの、努力を継続していく考え。

年間約３５０トン削減年間約５２０トン削減

〇 パン類の容器包装でのリユースは、当会は、これまで、安全性やコスト面から非常

に難しく現実的ではないと表明（日本パン工業会HP）。
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〇 最近では、当会においては、国内外の環境施策の動向等を踏まえ、資源循環への対応

の必要性は十分認識。昨年以降、食品・プラ関係の企業・団体から再生プラ利用に関す

る動向や課題等の情報収集を重ね、会員各社に対し、幅広く適時情報提供（毎月１回の

定例会（社長等）、科学技術委員会（役員・部長等）の場等）。

２ 再生材利用に係る取組みと課題等

〇 また、昨年１０月以降は、第三者機関の日本パン技術研究所（パン包装再生プラス

チック利用研究委員会、委員長：井上好文日本パン技術研究所専務理事（所長））にお

いて勉強・検討を開始。

※これまで、当会・研究会で先進食品企業２社、プラ関連企業・団体・専門家６者か

らヒアリング。

〇 しかしながら、現段階あるいは近い将来において、いずれの包材供給関連事業者等

（また第３回の農水省ＴＦでのご説明）からも、パン類での容器包装の再生プラスチッ

クについて、品質、量、経済的な面での課題解決や確実な供給がなされ、製パン事業者

が利用できるという確証は得られていない状況。
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〇 従来から、製品改廃に伴い少量であるものの発生する中止製品等の未使用包材フィルム

をマテリアルリサイクルし、買い物かごや番重（パン等の通い箱）等に試験的に使用する

取組みに協力。

＜包装袋＞

供給関連業者から現時点で個別にお聞きしている状況等は以下の通り。

工場での未使用（中止

製品）包材フィルム

（ロール状のもの等）

再生ペレット（色指定不可） 成型品（黒色のみ：結束用等のバンド）

成型品（色指定可：買い物かご、番重）再生ペレット

脱墨（脱インキ）製品

通常製品
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〇 その次の段階として、安全衛生（食品衛生法のクリア）、物性（パンの充填・物流・

陳列・保存面等）、経済性（バージン材料より高価）などの多くの課題が想定されるが、

マテリアルリサイクルによる「フィルム（工場で発生）toフィルム」の可能性を模索。

〇 ケミカルリサイクルについては、国内の再生プラプラント計画は相当数みられるよう

になってきたが、全体のプラ需要量に対して割合は極めて小。

コストも現状ではバージンプラの数倍（具体的水準は現時点で不明）であり、このコ

スト差がどこまで縮まるか時期も含めて不透明。

また、原料となる廃プラの確保、施設の保守等の課題も多いと認識。

工場発生
の未使用
包材

破砕 洗浄 脱インキ 造粒 成膜

物性・衛生
評価

〇 なお、消費者使用後の廃棄フィルムの循環再利用については、基本物性、衛生性、回

収の量や質（様々なものの混入）、コスト等も含めて、より多くの課題が存在（６ペー

ジ参照） 。
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■共通課題
・基本物性:成膜加工適性、印刷加工適性、充填包装適性、輸送適性、外観適性など
・衛生性:印刷インキの除去、食品衛生法対応、フィルム・加工メーカー自主的衛生管理基準への対応
・その他:他商品包装・異物(貼付シール)の混入可能性、コスト

菓子パン用フィルム食パン用フィルム

・他素材の混入可能性（ラミネート、アルミ蒸着、
紙など）
・内容物の残渣（油脂成分）
・アルコール蒸散剤、トレーなどの混入可能性

・マット(半透明)の混在

・内容物の残渣
・クロージャーの混入可能性

＜消費者使用後の廃棄フィルムを循環再利用する際の課題＞

■用途別課題

上記の課題について、一つ一つ実証、試験等を着実に重ね、可能性等を検証していく必要。
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＜クロージャー（PS）＞

〇 マテリアルリサイクルでは、由来の明確な原料廃プラ確保、色・強度への影響、殺

菌の問題、コスト等の課題が多く、再生材の活用は困難と考えているところ。

〇 ケミカルリサイクルでは、品質・衛生面等での問題はなく、技術的には可能。

ただし、供給コストは現時点でバージンプラに対して少なくとも３倍以上（再生プ

ラ100％使用の場合。再生プラ割合により変動）

将来的にはバイオ素材と同様の３倍程度を目指しているが、廃プラ(PS)処理施設の

規模拡大等の状況にもより、いつ実現できるか見通しは不透明。

（なお、植物由来の原料を10％程度使用するエコクロージャーはコスト面により大きく

進展していない状況。）

〇 食品業界からは、容器包装について「環境にやさしい」、他方で「機能は低下させ

ない」、「費用は同じ」という３つが求められており、供給サイドとしてどこまでで

きるか追及を続けていく考え。

検査・検品
等

クロージャー
ロール製造

クロージャー
幅にスリット

原反製造
（シート成形）

原料受入れ
貯蔵

（PS等）

（FSSC22000認証工場）
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３ 今後の再生プラ施策への要望等

〇 パン用容器包装への再生プラ利用については、製パン業界に意思はあっても供給面
の課題が多く、その解決には相当期間を有することから、現段階あるいは近い将来に
おいて、対応は難しい状況（また、資源法省令案の目標設定・実績（いづれも具体的
数値）報告等にも当面対応することは難しい状況）と認識。

〇 現段階において、業界として当面対応できると考えられるのは、再生材に係る①業
界内でのより一層の情報共有・利用意識の醸成（定期的な会合のほか専門家等による
勉強会の開催等）、②実証面の取組みでの協力等（包材等の回収、フィルムtoフィル
ム（MR）、その他の取組み・可能性の勉強等）、③消費者の意識の把握・向上（パン
関係イベントでのアンケート・啓発等）のための取組みでの協力など。

〇 このような中、まずは、供給サイドにおいて、種々の課題を解決すべく、素材メー
カーでの研究・実証・実用化を確実に行うとともに、廃プラの回収・分別の仕組みを
構築し、これらの成果を食品産業側に提示いただけるよう、行政・供給サイド一体と
なった一層の積極的な取組みをお願いしたいと考えているところ。

〇 なお、将来的に再生プラ利用を進めるためには、きちんとした再生プラが供給され
ることが大前提であるが、利用側（特に義務・負担が課される業界・業者）に対し、
それに見合うインセンティブ措置も必要。




